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年間スローガン：ストップ・ザ・交通事故　〜めざせ 安全で安心な北海道〜

No.177   公益社団法人 北海道交通安全推進委員会

新
年
を
迎
え
て
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員
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吉

本

淳

一

令
和
２
年

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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飲酒運転根絶ロゴマーク

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
北
海
道
、
北
海
道
警
察
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
・
団
体
の
皆
様
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
各
種
啓
発
活
動
や
交
通
事
故
防
止
の
た
め
の
事
業
を
積
極
的

に
展
開
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
一
昨
年
に
比
べ
、
交
通
事
故
件
数
、
負
傷
者
数
に
つ
い
て
は

減
少
し
た
も
の
の
、
交
通
事
故
死
者
数
が
増
加
し
て
し
ま
う
と
い
う
大
変
残
念
な

結
果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
で
は
、
重
大
な
交
通
事
故
に
な
り
兼
ね
な
い
飲
酒
運
転
を
根
絶
す
る

た
め
の
取
組
と
し
て
、
年
間
を
通
じ
た
飲
酒
運
転
根
絶
の
啓
発
用
ポ
ス
タ
ー
・
チ

ラ
シ
・
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
の
作
成
・
配
布
を
行
う
と
と
も
に
、
昨
年
に
引

き
続
き「
飲
酒
運
転
根
絶
の
日
決
起
大
会
」、「
飲
酒
運
転
根
絶
に
関
す
る
研
修
会
」

を
実
施
し
た
ほ
か
、
新
た
に「
地
域
連
携
型
飲
酒
運
転
根
絶
推
進
事
業
」と
し
て「
飲

酒
運
転
根
絶
！
高
校
生
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
ク
ー
ル
」や
地
域
の
飲
食
店
等
と
協
力

し
て「
飲
酒
運
転
根
絶
宣
言
飲
食
店
等
登
録
制
度
」を
制
定
す
る
な
ど
、
地
域
に
お

け
る
新
た
な
飲
酒
運
転
根
絶
対
策
を
推
進
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
の
約
半
数
を
占
め
る
高
齢
者
対
策
と
し
て
、

高
齢
者
と
子
供
や
そ
の
親
が
一
堂
に
会
し
、
世
代
の
垣
根
を
越
え
交
通
安
全
を
学

ぶ「
世
代
間
交
通
安
全
交
流
事
業
」や
市
町
村
等
と
連
携
し
反
射
材
の
効
果
体
験
会

を
開
催
し
た
ほ
か
、
全
道
の
新
小
学
生
、
新
中
学
生
、
新
高
校
生
が
自
転
車
の
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め「
自
転
車

安
全
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」を
作
成
・
配
布
す
る
な
ど
、
幅
広
く
事
業
を
実
施
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
年
も
引
続
き
各
種
事
業
を
展
開
し
て
参
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
様
の
こ
れ
ま
で
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
も
悲
惨
な
交
通
事
故
を
一
件
で
も
減
少
さ
せ
る
た
め

様
々
な
取
組
を
行
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
関
係
各
位
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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所
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北
海
道
知
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木
　
直
　
道

北
海
道
警
察
本
部
長
　
山

岸

直

人
　

毎月 15 日は「道民交通安全の日」

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

北
海
道
知
事
と
し
て
初
め
て
の
新
年
を
道

民
の
皆
様
と
共
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
大

変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
道
内
の
交

通
安
全
運
動
の
推
進
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、

交
通
事
故
防
止
に
大
き
な
成
果
を
挙
げ
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と

と
も
に
、
道
の
交
通
安
全
行
政
に
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
元

号
が
令
和
に
改
め
ら
れ
、
天
皇
陛
下
が
御

即
位
さ
れ
る
と
い
う
時
代
の
大
き
な
節
目

と
な
る
１
年
で
あ
り
、
本
道
に
お
い
て
は
、

外
国
人
観
光
客
が
初
め
て
３
０
０
万
人
を

超
え
、
北
海
道
米
に
続
き
牛
肉
の
輸
出
体

制
が
強
化
さ
れ
、Ｇ
２
０
観
光
大
臣
会
合
で

は
、
北
海
道
の
食
と
観
光
を
世
界
に
発
信

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
方
で
、
台
風
に
よ
る
甚
大
な
災
害
を

目
の
当
た
り
に
し
て
、
多
く
の
方
が
安
全
・

安
心
の
重
要
性
を
強
く
意
識
す
る
中
、
胆

振
東
部
地
震
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
や

国
土
強
靱
化
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
高
齢
社
会
の
到
来
を
見
据
え

た
医
療
・
介
護
従
事
者
の
確
保
な
ど
、
将
来

に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

地
域
づ
く
り
に
向
け
、
各
般
の
政
策
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
道
内
に
お

け
る
交
通
事
故
発
生
件
数
が
ピ
ー
ク
時
に

比
べ
約
３
分
の
１
に
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、

昨
年
は
夏
か
ら
交
通
事
故
が
多
発
し
、「
交

通
死
亡
事
故
多
発
警
報
」
を
３
回
発
表
す

る
な
ど
、
依
然
と
し
て
多
く
の
方
が
交
通
事

故
の
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
誠
に
残
念

で
な
り
ま
せ
ん
。

と
り
わ
け
、
高
齢
運
転
者
に
よ
る
交
通

事
故
の
増
加
が
社
会
問
題
化
す
る
中
で
、

運
転
に
不
安
を
覚
え
る
高
齢
運
転
者
が
免

許
を
自
主
的
に
返
納
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
む
な
ど
、
運
転
免
許
保
有
者

の
急
速
な
高
齢
化
を
見
据
え
た
交
通
事
故

防
止
対
策
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

道
と
し
ま
し
て
は
、「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交

通
事
故　

～
め
ざ
せ
安
全
で
安
心
な
北
海

道
～
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
道
民
の
皆

様
や
関
係
機
関
・
団
体
の
皆
様
と
共
に
、
よ

り
効
果
的
な
交
通
安
全
運
動
を
推
進
し
、

交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心
な
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
交
通
事
故
の

更
な
る
減
少
に
向
け
、
今
後
と
も
お
力
添

え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
本
年
が
、
希
望
に
満
ち
た
年

と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。謹

ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委

員
会
の
皆
様
に
は
、
交
通
安
全
活
動
を
始
め
、

警
察
行
政
の
各
般
に
わ
た
り
、
格
別
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

特
に
、
貴
委
員
会
の
皆
様
方
に
は
、
北
海
道

に
お
け
る
交
通
安
全
運
動
の
中
核
と
し
て
、
各

期
の
交
通
安
全
運
動
への
取
組
を
始
め
、
全
道

各
地
に
お
け
る
飲
酒
運
転
根
絶
決
起
大
会
の

開
催
や
高
校
生
に
よ
る
飲
酒
運
転
根
絶
メ
ッ
セ

ー
ジ
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
す
る
な
ど
、
飲
酒
運
転

根
絶
に
向
け
た
社
会
環
境
作
り
を
精
力
的
に

行
って
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
全
道
の
小
・
中
・
高
校
生
に
対
し
て

は
、
自
転
車
安
全
利
用
五
則
を
盛
り
込
ん
だ
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
・
配
布
な
ど
に
よ
り
、
安
全

利
用
の
促
進
を
図
る
な
ど
、
交
通
安
全
意
識
の

醸
成
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
て
、
昨
年
の
道
内
に
お
け
る
交
通
事
故
死

者
数
に
つ
い
て
は
、
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故
め
ざ
せ

安
全
で
安
心
な
北
海
道
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
各

種
対
策
を
推
進
し
ま
し
た
が
、
死
者
数
は
前
年

よ
り
11
人
多
い
１
５
２
人
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
交
通
事
故
の
発
生
件
数
、
傷
者
数

と
も
に
、３
年
連
続
で
減
少
し
て
お
り
、ま
た
、

飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
死
者
数
に
つ
い
て

も
前
年
か
ら
大
き
く
減
少
す
る
な
ど
、
道
民
の

願
い
で
あ
る
「
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心

な
北
海
道
」
の
実
現
に
向
け
、
確
実
に
前
進
し

て
い
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
貴
委
員
会
を
始
め
と
す

る
、
関
係
機
関
・
団
体
や
地
域
・
職
域
の
皆
様

の
長
年
に
わ
た
る
地
道
な
交
通
安
全
の
取
組
が

実
を
結
ん
だ
も
の
と
拝
察
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
多
く
の
方
々

が
交
通
事
故
の
犠
牲
と
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と

か
ら
、
北
海
道
警
察
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
本

年
も
「
交
通
死
亡
事
故
の
抑
止
」
の
た
め
、
手

を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
飲
酒
運
転
や
速
度
違
反

な
ど
、
交
通
事
故
に
直
結
す
る
悪
質
危
険
な

交
通
違
反
の
取
締
り
を
始
め
、
子
供
と
高
齢
者

の
安
全
確
保
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
全
席
着
用
等
の

各
種
施
策
を
強
力
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
交
通
死
亡
事

故
の
更
な
る
減
少
に
向
け
て
、
今
後
も
引
き
続

き
、
地
域
に
お
け
る
交
通
安
全
教
育
や
交
通

安
全
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
公
益
社
団
法
人
北
海
道
交
通
安

全
推
進
委
員
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆

様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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令和２年における交通安全運動の推進方針（概要）
運 動 の 目 的 道民の交通安全意識を高め、交通事故を防止する。

年 間 ス ロ ー ガ ン ストップ・ザ・交通事故　～めざせ　安全で安心な北海道～

交
通
安
全
運
動
の
重
点

子 供 と 高 齢 者 の
安 全 確 保

○ 歩行者の優先意識と保護意識の醸成を図る広報啓発活動を推進する。
○ 街頭における交通安全指導と交通ルールを身につけるための交通安全教室等を推進する。
○ 登下校時の安全確保のための関係機関・団体による通学路の安全点検と保護・誘導活動を推進する。
○ あらゆる機会に高齢者の行動特性を理解した交通安全意識の高揚を図る広報啓発活動を推進する。
○ 高齢者が個々の身体機能を自覚した安全な交通行動となる交通安全教育や高齢者宅への訪問活動等による
　 交通安全指導を推進する。
○ 運転免許証の自主返納者への支援に関する情報の提供や安全運転サポート車の普及促進のための広報啓発
　 活動を推進する。

飲 酒 運 転 の 根 絶

○� 悪質な犯罪である飲酒運転の根絶に向けて、「飲酒運転をしない・させない・許さない」という規範意識の醸
　� 成を図る広報啓発活動を推進する。
○� 飲酒疑似体験の交通安全講習や就業前における飲酒状態の点検等の普及活動を推進する。
○�� 「飲酒運転根絶ロゴマーク」やハンドルキーパー運動の普及に向けて、飲食店や酒類販売店等と連携した広報
　 啓発活動を推進する。

ス ピ ー ド ダ ウ ン
○ 速度の出し過ぎによる危険性を周知する広報啓発活動を推進する。
○ 思いやり・ゆずり合いの心を持った運転意識の醸成に向けた広報啓発活動を推進する。
○ ドライビングシミュレータ等を活用した安全速度の遵守に向けた交通安全教育を推進する。

シ ー ト ベ ル ト の
全 席 着 用

○ シートベルトの着用とチャイルドシートの正しい使用の効果についての広報啓発活動を推進する。
○ 各種資器材を活用したシートベルト非着用の危険性の認識向上に向けた交通安全教育を推進する。
○ シートベルトの着用とチャイルドシートの正しい使用の徹底と地域・職域における着用率向上に向けた取組
　 を推進する。

居 眠 り 運 転 の 防 止
○� 長距離運転における休憩の呼びかけなど居眠り運転事故防止に向けた広報啓発活動を推進する。
○ 交通安全講習、研修会等において居眠り運転防止に向けた交通安全教育を推進する。
○ 道の駅、コンビニエンスストア等の駐車場を休憩場所に提供する「居眠り運転防止協力店」や観光施設と連携
　 した広報啓発活動を推進する。　

自 転 車 の 安 全 利 用
○� 自転車は「車両」であるということの周知を図るための広報啓発活動を推進する。
○� 自転車シミュレータや自転車安全利用五則等の活用による自転車の交通ルールとマナー向上に向けた交通
　� 安全教育や広報啓発活動を推進する。
○� 乗車用ヘルメットの着用、自転車損害賠償保険等への加入に向けた広報啓発活動を推進する。

安 全 意 識 の 向 上
○ 夕暮れ時・夜間の交通事故実態及び危険性を周知し、反射材用品等の着用促進を図る広報啓発活動を推進する。
○ 昼間の点灯を呼びかけるデイ・ライト運動や夜間におけるハイビームの活用に向けた広報啓発活動を推進する。
○ 「ながら運転」や「あおり運転」の危険性を周知する広報啓発活動を推進する。

期
　
　
別
　
　
運
　
　
動

運 動 名 春の全国交通安全運動 夏の交通安全運動 秋の全国交通安全運動 冬の交通安全運動

実 施 期 間 ４／６（月）～４／15（水） ７／13（月）～７／22（水） ９／21（月）～９／30（水） 11／13（金）〜11／22（日）

セーフティコール ４／６（月） ７／13（月） ９／18（金） 11／13（金）

期 別 運 動 の 方 針

○�　新入学（新学期）を迎え
る子供や活動期に入る自
転車利用者の事故防止を
図るための活動等を推進
する。

○�　観光・夏型レジャー等に
伴う事故防止、バイクによ
る事故防止及び飲酒運転
根絶を図るための活動等
を推進する。

○�　夕暮れ時と夜間の高齢
歩行者・自転車の事故防止
等を図るための活動等を
推進する。

○�　凍結路面でのスリップ
事故防止等を図るための
活動等を推進する。

重 点 項 目　     ○　春・秋の運動においては、全国交通安全運動推進要綱の運動重点に準じ、必要に応じ北海道独自の項目を定める。
○　夏・冬の運動においては、北海道の地域特性、交通事故の発生状況・特徴等を勘案する。

交
通
安
全
の
日
等
の
運
動

飲酒運転根絶の日 ７月13日（月） 道民の飲酒運転根絶の気運を高めるため、広報啓発活動を実施する。

交 通 事 故 死 
ゼ ロ を 目 指 す 日 ４月10日（金）、９月30（水） 交通事故死ゼロを目指し、住民集会などの啓発行事や期別運動のセーフティコール

に準じた広報啓発活動を実施する。

道民交通安全の日 毎月15日 道民の交通安全意識の高揚を図るため、期別運動のセーフティコールに準じた広報
啓発活動を実施する。

自 転 車 安 全 日 毎月第１及び第３金曜日 自転車の安全利用と事故防止を図るため、自転車利用者を対象に街頭指導、啓発活
動等を実施する。

そ の 他 の 
交 通 安 全 の 日

無事故の日（6/25） 
バイクの日（8/19） 地域独自の交通安全の日等に、地域・職域の実情に応じた広報啓発活動を実施する。

特 別 対 策 「交通死亡事故多発警報｣や「飲酒運転根絶緊急対策」の発表時に地域住民等へ緊急かつ効果的な広報啓発、住民
集会、街頭指導等を実施する。

令和２年における交通安全運動の推進方針（概要）

スマホより　横断歩道の　僕を見て
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２
０
１
９
交
通
安
全
道
民
総
決
起
大
会

９
月
20
日
、
札
幌
市
の
共
済
ホ
ー
ル
で
、

関
係
機
関
・
団
体
等
か
ら
約
４
０
０
名
が

参
加
し
て
「
２
０
１
９
交
通
安
全
道
民
総

決
起
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
９
月
21
日
か
ら
９
月
30

日
ま
で
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
る
「
秋
の
全

国
交
通
安
全
運
動
」
の
効
果
を
上
げ
る
た

め
実
施
し
た
決
起
大
会
で
す
。

主
催
者
を
代
表
し
て
、
阪
正
寛
北
海
道

環
境
生
活
部
次
長
、
山
岸
直
人
北
海
道
警

察
本
部
長
か
ら
こ
の
大
会
を
契
機
に
悲
惨

な
交
通
事
故
の
犠
牲
者
を
１
人
で
も
多
く

減
少
さ
せ
る
た
め
、
よ
り
一
層
の
交
通
安

全
運
動
の
展
開
を
図
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

挨
拶
が
あ
り
、
引
続
き
来
賓
を
代
表
し
て

荒
当
聖
吾
北
海
道
議
会
環
境
生
活
委
員
長

か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
北
海
道
警
察
音
楽
隊
に
よ
る

演
奏
、
ピ
カ
チ
ュ
ウ
と
「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」

へ
の
注
意
喚
起
を
促
す
交
通
安
全
ト
ー
ク

を
し
た
後
、
一
般
社
団
法
人
日
本
損
害
保

険
協
会
北
海
道
支
部
事
務
局
長
の
浅
見
俊

雄
様
に
交
通
安
全
の
活
動
事
例
を
発
表
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

浅
見
様
に
は
引
き
続
き
交
通
安
全
宣
言

を
し
て
い
た
だ
き
、「
交
通
事
故
の
な
い

安
全
で
安
心
な
社
会
」
を
目
指
す
こ
と
を

約
束
し
、
総
決
起
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
に
は
、
会
場
近
く
の
創
生

川
通
沿
い
で
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
「
旗
の

波
」
に
よ
る
街
頭
啓
発
を
実
施
し
、
通
行

車
両
や
歩
行
者
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

９
月
30
日
、
道
庁
赤
れ
ん
が
庁
舎
前
庭

で
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
（
９
月

30
日
）」
に
、
街
頭
啓
発
を
実
施
し
て
広
く

道
民
に
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
交
通
マ
ナ

ー
の
実
践
を
呼
び
か
け
、
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
を
図
り
、
交
通
事
故
を
防
止
す
る

こ
と
を
目
的
に
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
し

た
。当

日
は
飲
酒
運
転
根
絶
戦
隊
「
飲
ん
だ

ら
乗
れ
ん
ジ
ャ
ー
」
に
よ
る
、
ク
イ
ッ
ク

ア
ー
ム
や
飲
酒
疑
似
体
験
ゴ
ー
グ
ル
な
ど

の
交
通
安
全
機
材
を
活
用
し
た
交
通
安
全

啓
発
の
ほ
か
、
通
行
人
の
方
々
に
「
交
通

事
故
死
ゼ
ロ
」
に
か
け
た
ノ
ン
ア
ル
コ
ー

ル
ビ
ー
ル
な
ど
の
啓
発
品
を
配
布
し
、
交

通
事
故
防
止
を
訴
え
ま
し
た
。

世
代
間
交
通
安
全
交
流
事
業　
　
　
　

10
月
30
日
、
札
幌
市
の
茨
戸
メ
リ
ー
幼

稚
園
で
、「
世
代
間
交
通
安
全
交
流
事
業
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

道
内
に
お
け
る
交
通
事
故
死
者
の
半
数

以
上
を
高
齢
者
が
占
め
て
い
る
現
状
か
ら
、

高
齢
者
を
は
じ
め
、
子
ど
も
と
親
が
世
代

の
垣
根
を
越
え
て
相
手
へ
の
理
解
と
思
い

や
り
を
深
め
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
「
自

ら
参
加
し
、
考
え
、
学
ぶ
」
と
い
う
趣
旨

の
下
で
交
流
し
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚

を
図
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
子
供
、
親
、
高
齢
者
合
わ
せ

て
約
70
名
の
参
加
者
と
一
緒
に
、
反
射
材

夕暮れの　一番星は　反射材
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の
効
果
体
験
や
人
形
を
使
用
し
た
交
通
安

全
教
室
、
パ
ト
カ
ー
展
示
を
体
験
し
、
反

射
材
の
必
要
性
や
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
、

パ
ト
カ
ー
の
仕
事
や
仕
組
み
を
学
び
、
最

後
に
三
世
代
で
一
緒
に
交
通
安
全
宣
言
し
、

交
通
安
全
を
誓
い
ま
し
た
。

冬
の
交
通
安
全
運
動
全
道
統
一

行
動
日「
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
」

11
月
11
日
、
道
庁
赤
れ
ん
が
庁
舎
前
庭

で
、「
冬
の
交
通
安
全
運
動
」
の
全
道
統
一

行
動
日
に
、
テ
レ
ビ（
Ｈ
Ｔ
Ｂ
イ
チ
モ
ニ
）

の
お
天
気
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
活
躍
中
の
ル

ナ
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
「
セ
ー
フ
テ
ィ

コ
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

ル
ナ
さ
ん
に
は
、
冬
の
天
候
に
ち
な
ん

だ
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
英
語
で
も
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
、
外
国
人
観
光
客
に
も
広
く
交
通
事

故
防
止
を
訴
え
る
交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
道
庁
東
門
前
歩
道

上
で
の
「
黄
色
い
旗
の
波
運
動
」
の
際
に

は
、
通
行
人
の
方
々
に
啓
発
品
を
配
布
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
「
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
」
は
、
11

月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
展
開
さ
れ
る
「
冬

の
交
通
安
全
運
動
」
を
広
く
道
民
に
周
知

し
、
高
齢
歩
行
者
の
保
護
や
、
凍
結
路
面

等
に
お
け
る
ス
リ
ッ
プ
事
故
防
止
、
飲
酒

運
転
の
危
険
性
を
呼
び
か
け
し
、
交
通
安

全
意
識
の
高
揚
を
図
り
交
通
事
故
や
飲
酒

運
転
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実

施
し
ま
し
た
。

飲
酒
運
転

　
　
　

根
絶
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
　
　

12
月
６
日
、
ア
リ
オ
札
幌
で
、
飲
酒
運

転
の
根
絶
を
呼
び
か
け
る
「
飲
酒
運
転
根

絶
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
啓
発
活
動
を
実
施
し

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
忘
年
会
や
新
年
会
な
ど
お
酒

を
飲
む
機
会
が
増
え
る
年
末
年
始
の
飲
酒

運
転
に
よ
る
悲
惨
な
交
通
事
故
を
防
止
す

る
と
と
も
に
、
道
民
の
飲
酒
運
転
根
絶
の

気
運
を
高
め
る
た
め
に
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
苗
穂
小
学
校
の
皆
さ
ん
に
、
い

つ
ま
で
も
飲
酒
運
転
を
や
め
な
い
大
人
た

ち
に
向
け
た
飲
酒
運
転
根
絶
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
信
し
て
も
ら
っ
た
ほ
か
、
買
い
物
客

に
対
し
チ
ラ
シ
や
反
射
材
、「
飲
酒
運
転

大
根
絶
」
に
か
け
て
大
根
を
配
布
し
て
も

ら
い
飲
酒
運
転
根
絶
を
訴
え
ま
し
た
。

しっかりと　止まってかくにん　横だん歩道
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あおるより　ゆずるあなたが　かっこいい

メッセージ内容 学校名・学年 氏　　名

　掛けないでくださいエンジン。握らないでくださいハンドル。踏まないでください
アクセル。あなたが奪うことになるたくさんの笑顔。あなたが奪ってはいけない尊い
命。さあ、今日は歩いて帰ろう。外の空気を吸って帰ろう。なくそう　飲酒運転

稚内高等学校
（3年生）

田頭 さくら

　その軽い気持ちによる事故でどれだけの人が悲しむか分かっていますか？自分の
人生を、相手の人生を終わらせたいですか？たくさんの人を傷つける飲酒運転。僕
は絶対に許さない。

静内農業高等学校
（1年生）

阿岸 潤一朗

　「お酒のせいで頭くらくら。お酒のせいで判断あやふや。お酒のせいで体グチャグ
チャ。お酒のせいで人生めちゃくちゃ。」そんな未来きっと誰も望んでない。止めよう、
飲酒運転、変えよう未来。

標茶高等学校
（1年生）

松家　 　柚

　「飲酒運転はやめよう」「飲むなら乗るな」そんなポスターは見飽きた。「飲酒運転に
よる交通事故で・・・」そんなニュースは聞き飽きた。小学生や幼稚園児でも知って
いるそんな簡単な事が何故大人には出来ないのか。一つの命、大きな信頼失うのを
やめよう。無くそう飲酒運転。

静内農業高等学校
（1年生）

長尾 昌汰

　あなたの身勝手な行動が誰かの命を奪うかもしれない。「ばれなければ」「少しくら
いなら」そんな一瞬の気の緩みが誰かを傷つける。自分が傷つけられる側だったらど
うだろうか。少し考えれば、身勝手な行動はできないはずだ。

静内農業高等学校
（2年生）

遠藤 真緒

　飲酒運転は、とてもダサい。ただただ自らの人生を棒に振るだけ。タクシー代け
ちるくらいなら酒飲むな。一人がやめれば、一人の命が救えるかもしれない。高校
生は酒の良さは知らないが、罪を犯した人のかっこ悪さはわかる。みんなのため飲
酒運転はやめよう。

標茶高等学校
（3年生）

高橋 寿希杏

　お酒は楽しむためのもの。悲しむためのものではない。あなたの一瞬の気の緩み
が多くの人の人生を変えてしまうから。悔やんでも悔やみきれない思いをしない
で！！させないで！！　“あなたの心に問いかけて”　やめよう飲酒運転

大麻高等学校
（1年生）

瀨戸 心咲

　お酒を飲んだあなたがアクセルを踏むことでどのくらいの人間の人生が変わるの
だろう。飲酒運転をして幸せになれる人は1人もいない。心のブレーキ、しっかり踏
もう。

稚内高等学校
（3年生）

岡田 桃佳

　その人の人生は戻りません。家族の悲しみは終わりません。あなたの罪は消えま
せん。でも、お酒の酔いは覚めます。希望のある未来を奪ってしまわぬ前に。閉じ
てしまわぬ前に。やめよう、飲酒運転

稚内高等学校
（3年生）

佐藤 緩凪

　お酒を飲むのをやめる必要もありません。運転をするのをやめる必要もありませ
ん。ただ飲むのなら乗らない。乗るのなら飲まない。飲ませるなら乗らせない。あ
なた自身も周りの人も協力しながら飲酒運転ゼロへ！

室蘭東翔高等学校
（1年生）

大光 璃莉

　「酔ってないから大丈夫。」その運転で、車に乗せた命、守れますか。「この距離だ
から大丈夫。」その先に待っているのは、いつも通りの平和ですか。飲む前に一度考
えて。その一滴、一杯が、人生の選択。やめよう、飲酒運転。

霧多布高等学校
（1年生）

瓜田 咲良

■最優秀賞：１作品

■優秀賞：２作品

■佳　作：８作品

令和元年　飲酒運転根絶！高校生メッセージコンクール

（敬称略）

　このコンクールは道内の高校生を対象に、お酒を飲まない高校生の視点か
ら飲酒運転根絶メッセージを作成してもらい、ラジオやHP等を活用し、そ
の親の世代をはじめとした道民に広く発信することにより、家族等で飲酒
運転根絶に向けた機運を高めるとともに、近い将来運転免許を取得し、ド
ライバーになる高校生が自ら飲酒運転について考える契機を与えることで
高い規範意識を養うことを期待し募集しました。
　9月～10月の2カ月間の応募期間に336作品の応募があり、厳選な審査の
後、最優秀賞1作品、優秀賞2作品、佳作8作品が決定しました。
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危ないよ　イヤホン スマホで　うわの空

皆様からのご支援、ありがとうございました。

全日本グループ男塾

受領月 寄付者名 種類 区分 寄付金額（単位：円）

7月

鹿追交通少年団 特定 募金 33,992

桜庭　和 特定 寄付 3,100

小澤　ちひろ 特定 寄付 2,880

全国共済農業協同組合連合会北海道本部 特定 寄付 683,802

株式会社アペックス 特定 募金 8,972

8月

一般社団法人札幌地区トラック協会南空知支部 特定 募金 115,800

羽幌自動車学校ヤングドライバーの会 特定 募金（黄色い羽根） 20,264

全日本グループ男塾 特定 募金 70,000

ライダーズミーティングin寿都実行委員会 特定 募金 60,000

植村　泰也 特定 寄付 2,000

9月
紋別市交通安全運動推進協議会
株式会社交通学園紋別自動車学校 特定 募金 61,636

美幌交通安全母の会 特定 募金 5,581

10月

北海道丸和桃太郎親睦会 特定 募金 23,007

建設産業交通安全推進北海道本部 特定 募金 1,000,000

羽幌町日赤奉仕団
羽幌町交通安全指導員協議会 特定 募金（黄色い羽根） 22,284

新得交通少年団 特定 募金（黄色い羽根） 15,461

根室市交通安全推進協議会
根室市交通安全指導員会 特定 募金（黄色い羽根） 22,772

士別市交通安全母の会 特定 募金（黄色い羽根） 144,816

蘭越町交通安全母の会
蘭越町交通安全協会蘭越支部女性ドライバー部会 特定 募金（黄色い羽根） 36,029

植村　泰也 特定 寄付 2,000

当麻町交通安全母の会連合会 特定 募金（黄色い羽根） 26,301

札幌中央信用組合　平岸支店 特定 募金（箱募金） 2,083 

札幌北交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,890 

赤平市交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 3,191 

釧路市交通安全運動推進委員会 特定 募金（箱募金） 2,500 

江別市交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 1,828 

11月

留寿都村交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 1,383 

岩内地方交通安全協会連合会 特定 募金（箱募金） 921 

知内町交通安全運動推進委員会 特定 募金（箱募金） 1,332 

赤平交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,000 

石狩市交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 925 

稚内地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 2,493 

斜里地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 3,940 

遠軽町安全安心まちづくり協議会 特定 募金（箱募金） 2,000 

八雲地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,647 

札幌中央交通安全協会 特定 募金（箱募金） 4,247 

木古内地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 946 

札幌中央信用組合　西岡支店　 特定 募金（箱募金） 5,012 

北央信用組合　屯田支店　 特定 募金（箱募金） 1,661 

増毛町交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 1,124 

福島町交通安全運動推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,012 

留萌地区交通安全協会連合会 特定 募金（箱募金） 1,032 

松前地区交通安全協会連合会 特定 募金（箱募金） 6,090 

泊村交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 10,191 

様似町交通安全運動推進協議会 特定 募金（箱募金） 5,000 

新冠町交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 1,562 

美幌町交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 2,339 

豊富町交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,436 

後志地区交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,536 

浜頓別町地域安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,205 

根室交通安全協会 特定 募金（箱募金） 4,401 

雨竜町交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 3,297 

北海道銀行　手稲支店 特定 募金（箱募金） 1,094 

中標津町交通安全協会 特定 募金（箱募金） 2,008 

中標津町交通安全指導員協議会 特定 募金（黄色い羽根） 10,624

受領月 寄付者名 種類 区分 寄付金額（単位：円）

11月

中標津町交通安全協会 特定 寄付 10,000

富良野地方交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,500 

夕張市交通安全市民運動推進委員会 特定 募金（箱募金） 10,851 

三笠市交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,043 

遠軽地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,397 

全国共済農業協同組合連合会北海道本部 特定 寄付 616,198

一般社団法人岩見沢地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,382 

芦別交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,220 

日高地区交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,087 

幌加内町交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 1,030 

栗山地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 2,234 

白老町交通安全町民運動推進委員会 特定 募金（箱募金） 2,000 

新十津川町安全・安心推進協会 特定 募金（箱募金） 3,317 

標津町交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,404

奥尻町交通安全運動推進委員会 特定 募金（箱募金） 1,572

函館西交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,900 

美唄市交通安全協会 特定 募金（箱募金） 4,324 

寿都地区交通安全協会連合会 特定 募金（箱募金） 1,725

札幌中央信用組合　北支店 特定 募金（箱募金） 1,455 

北広島市交通安全運動推進委員会 特定 募金（箱募金） 2,082 

12月

札幌手稲交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,868

北海道銀行旭ヶ丘支店 特定 募金（箱募金） 1,471

一般社団法人釧路方面交通安全協会 特定 募金（箱募金） 2,130

一般社団法人千歳地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 7,317

一般社団法人美幌地区交通安全協会 特定 寄付 10,000

一般社団法人美幌地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 5,401

小樽交通安全協会 特定 募金（箱募金） 49,729

北海道銀行北二十四条支店 特定 募金（箱募金） 5,067

一般社団法人紋別地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 20,188

北海道銀行札幌駅前支店 特定 募金（箱募金） 2,991

月形町交通安全推進協会 特定 募金（箱募金） 3,001

共和町交通安全運動推進委員会 特定 募金（箱募金） 12,817

一般社団法人苫小牧地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,055

一般社団法人室蘭交通安全協会 特定 募金（箱募金） 5,000

豊頃町役場住民課 特定 募金（箱募金） 1,850

清水町生活安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 7,597

名寄市交通安全運動推進委員会 特定 募金（箱募金） 1,182

平取町交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 10,852

北海道銀行星置支店 特定 募金（箱募金） 1,525

北海道信用金庫本店営業部 特定 募金（箱募金） 1,481

更別村役場 特定 募金（箱募金） 2,664

浜中町交通安全運動推進協議会 特定 募金（箱募金） 2,026

一般社団法人静内地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,114

稚内市交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 13,732

八雲町交通安全運動推進委員会 特定 募金（箱募金） 1,977

森サイクル　森　清 特定 募金 9,178

植村　泰也 特定 寄付 2,000

根室地区交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,092

浦河地区交通安全協会連合会 特定 募金（箱募金） 1,695

一般社団法人函館方面交通安全協会 特定 募金（箱募金） 3,000

新得地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 3,851

ANAオープンゴルフトーナメント大会 特定 募金 500,000

札幌地区トラック協会滝川支部 特定 募金 14,525

鷹栖町役場 特定 募金（箱募金） 1,000

（敬称略）

ANAオープンゴルフトーナメント大会 建設産業交通安全推進北海道本部 全国共済農業協同組合連合会北海道本部
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手を上げて　小さな君も　信号機

斜
里
町
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
振
興
局
管
内
の
南

東
部
に
位
置
し
、
北
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
、
南
と

東
に
は
日
本
百
名
山
の
斜
里
岳
・
羅
臼
岳
に
囲

ま
れ
、
世
界
自
然
遺
産
『
知
床
』
を
有
す
る
町

で
す
。

面
積
は
７
３
７
平
方
キ
ロ
、
人
口
は
一
万�

一
千
五
百
人
で
、
産
業
で
は
農
業
と
観
光
業
、

漁
業
の
盛
ん
な
町
で
、
農
業
で
は
「
じ
ゃ
が
い

も
」「
ビ
ー
ト
」「
小
麦
」
な
ど
が
栽
培
さ
れ
、
じ

ゃ
が
い
も
は
澱
粉
原
料
用
の
ほ
か
、
ポ
テ
ト
チ

ッ
プ
ス
の
原
料
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

観
光
業
で
は
ウ
ト
ロ
が
有
名
で
す
が
、
近
年
メ

デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
「
天
に
続
く

道
」
に
も
多
く
の
観
光
客
の
方
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
漁
業
で
は
「
鮭
」・「
鱒
」
を
中
心
に
「
ホ

ッ
ケ
」
や
「
蛸
」
な
ど
が
獲
れ
ま
す
が
、「
鮭
」

は
平
成
30
年
度
ま
で
16
年
連
続
市
町
村
別
の
漁

獲
量
日
本
一
を
誇
っ
て
お
り
、
今
年
度
の
漁
に

も
期
待
が
持
た
れ
ま
す
。

当
町
の
交
通
安
全
運
動
の
活
動
内
容
は
、
全

国
の
交
通
安
全
運
動
・
北
海
道
の
交
通
安
全
運

動
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
の
交
通
安
全
運
動
の
6

期
60
日
間
（
令
和
元
年
は
5
期
50
日
間
）
を
重

点
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
は
、
入
学

式
の
翌
日
か
ら
3
日
間
を
「
新
入
学
児
童
登
校

時
安
全
指
導
」
と
し
て
、
登
校
時
間
に
合
わ
せ

交
通
安
全
指
導
員
・
自
治
会
の
方
々
が
通
学
路

に
立
つ
早
朝
街
頭
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

夏
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
は
、
ウ
ト
ロ
自

治
会
に
よ
り
道
の
駅
う
と
ろ
・
シ
リ
エ
ト
ク
周

辺
で
実
施
さ
れ
る
旗
波
作
戦
に
参
加
し
、
小
旗

の
貸
出
し
や
啓
発
物
品
の
配
付
を
し
て
い
ま
す
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
9
月
30

日
（
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
）、
地
域
・

職
域
運
動
で
あ
る
秋
の
輸
送
繁
忙
期
の
交
通
安

全
運
動
期
間
中
の
10
月
15
日
（
運
動
期
間
の
初

日
）
に
は
、
町
内
で
旗
波
作
戦
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

各
期
の
運
動
期
間
以
外
に
も
定
期
的
に
様
々

な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

<

パ
ト
ラ
イ
ト
作
戦>

国
道
沿
い
の
駐
車
場
で
赤
色
回
転
灯
を
回
す

こ
と
に
よ
り
、
交
通
安
全
意
識
の
喚
起
と
通
行

車
両
の
ス
ピ
ー
ド
の
抑
制
の
た
め
に
、
毎
週
1

回
を
基
本
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
実
施
場

所
は
市
街
地
及
び
郊
外
5
箇
所
、
ウ
ト
ロ
1
箇

所
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

<

小
中
学
生
登
校
時
指
導>

毎
月
1
日
・
15
日
の
登
校
時
間
に
、
通
学
路

で
声
掛
け
を
し
な
が
ら
交
通
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
活
動
は
4
～
10
月
ま
で
自
治
会
の

協
力
を
得
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

<

交
通
安
全
教
室>

毎
年
4
月
と
5
月
に
小
学
校
及
び
保
育
所
、

認
定
こ
ど
も
園
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
７
３
０
名
の
対
象
児
童
に
、
正
し
い

歩
行
・
横
断
歩
道
の
渡
り
方
や
正
し
い
自
転
車

の
走
行
に
つ
い
て
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

北
海
道
が
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て
い
る

『
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故
～
め
ざ
せ
安
全
で

安
心
な
北
海
道
～
』
を
目
指
し
、
今
後
も
警
察

等
の
関
係
機
関
、
団
体
や
町
民
の
方
々
と
連
携

し
な
が
ら
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ジ

ャ
ー
、
帰
省
な
ど
で
車
を
使
う
機
会
が
多
く
な

る
と
思
い
ま
す
。
皆
様
に
事
故
が
な
く
、
楽
し

い
思
い
出
溢
れ
る
日
々
を
送
ら
れ
ま
す
よ
う
ご

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
終
わ
り
の
言
葉
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。 

斜
里
町

（
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
）

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
、日
本
百
名
山
の
斜
里
岳・羅
臼
岳
に
囲
ま
れ
る

世
界
自
然
遺
産「
知
床
」を
有
す
る
町

交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
活
動

　

定
期
活
動
の
実
施

　

最
後
に
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交さ点　命のきけんが　かくれんぼ

交通安全推進員の声

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の

　
　
　
　
　
重
要
性
に
つ
い
て

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
４
月
よ
り
胆
振
地
区
交
通

安
全
推
進
員
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
福
田
と
申
し
ま
す
。

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。昨

年
は
、
胆
振
総
合
振
興
局
環

境
生
活
課
職
員
の
お
力
添
え
に
よ

り
交
通
安
全
運
動
を
推
進
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
セ
ー
フ
テ
ィ
コ

ー
ル
及
び
街
頭
啓
発
、
高
齢
者
交
通

事
故
防
止
講
習
会
、
各
市
町
の
交

通
安
全
運
動
参
加
等
を
通
じ
、
微

力
な
が
ら
多
く
の
方
々
に
交
通
安
全
、

事
故
防
止
の
声
掛
け
を
し
て
参
り

ま
し
た
。

自
分
自
身
は
昨
年
高
齢
者
の
仲

間
入
り
と
な
り
、
高
齢
者
事
故
が

多
発
す
る
中
、
常
に
緊
張
感
を
持
っ

て
安
全
運
転
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

本
年
も
交
通
安
全
運
動
の
重
点

項
目
を
念
頭
に
、
ど
の
項
目
も
大
変

重
要
な
事
項
で
あ
り
、
遵
守
を
声

掛
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
中
で
シ
ー
ト
ベル
ト
着
用
に
つ

い
て
で
す
が
、
昨
年
９
月
末
時
点
の

自
動
車
乗
用
中
死
者
61
人
中
、
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
の
非
着
用
者
は
25
人

（
40
・
1
％
）
で
、
こ
の
う
ち
19
人

（
76
・
0
％
）
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着

用
し
て
い
た
な
ら
ば
助
か
っ
た
可
能

性
が
高
い
と
い
う
概
況
が
あ
り
、
非

着
用
率
が
非
常
に
高
い
こ
と
に
驚
か

さ
れ
ま
す
。
平
成
28
～
30
年
も
非

着
用
率
は
40
％
を
超
え
て
お
り
、
是

非
、
運
転
前
の
チ
ェッ
ク
と
し
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

新
年
に
あ
た
り
、
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
を
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

「
交
通
安
全
推
進
員
と
し
て
」

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

昨
年
の
四
月
よ
り
釧
路
地
区
の

交
通
安
全
推
進
員
と
し
て
、
交
通

安
全
に
携
わ
り
、
約
九
ヶ
月
が
経
ち

ま
し
た
。
交
通
ル
ー
ル
を
遵
守
し
て

い
る
か
、
安
全
確
認
を
怠
って
い
な
い

か
等
、
考
え
る
機
会
が
増
え
、
よ
り

一
層
、
安
全
運
転
を
心
掛
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
昨
年
の
夏
に
は
、
管
内
８
市

町
村
、
警
察
署
の
方
々
と
協
力
し
、

道
の
駅
等
の
観
光
地
で
啓
発
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
関
係
機
関
の
皆
様

の
交
通
安
全
へ
の
意
識
の
高
さ
に
改

め
て
、
自
分
の
役
割
を
し
っ
か
り
果

た
し
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。

昨
年
の
釧
路
管
内
の
交
通
事
故

死
者
数
は
平
成
三
十
年
に
比
べ
、
残

念
な
が
ら
増
加
し
ま
し
た
。
本
年

は
交
通
安
全
の
啓
発
活
動
や
、
交
通

安
全
運
動
、
高
齢
者
事
故
防
止
の

た
め
の
研
修
会
等
に
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

飲
酒
運
転
根
絶
に
関
す
る
研
修

会
に
お
い
て
、「
自
分
は
飲
酒
運
転

な
ん
て
絶
対
に
起
こ
さ
な
い
、
と
思

う
自
信
が
危
険
で
す
。
自
分
も
飲

酒
運
転
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
、

と
い
う
気
持
ち
が
大
切
で
す
。」
と

講
師
の
方
が
、
お
話
し
し
て
い
ま
し

た
。
私
も
「
交
通
事
故
を
起
こ
す

か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、
今
日
も
気
を
引
き
締
め
て

ハン
ド
ル
を
握
り
ま
す
。

胆振地区
交通安全推進員

福田　秀夫

釧路地区
交通安全推進員

渡邊　敦子
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見過ごすな　信じて挙げた　小さな手

石狩地区千歳市 オホーツク地区小清水町

乙部町では、秋の全国交通安全運動期間中にあわせ、９月
26日に乙部小学校の児童が、秋の交通安全マーチングパレー
ドを行いました。パレードでは交通安全の旗を掲げ、迫力ある
演奏を披露しながら町内を行進し、一人ひとりが交通ルールを
守り、思いやりのある運転を心がけるよう呼びかけました。

七飯町では、「秋の全国交通安全運動」の啓発行事として町
内の藤城保育園園児と共に、道南の大動脈である国道５号の駐
車帯に引き込まれた車両に対し、「飲酒運転根絶」と「安全運
転」を呼びかける街頭啓発を実施しました。子ども達が元気よ
く伝えた「飲酒運転根絶」と「安全運転」への想いが、七飯町、
全道、全国のドライバーに広がることを祈っています。

檜山地区�����������������������������������������������������������乙部町 渡島地区�����������������������������������������������������������七飯町

本町の交通安全推進には、幌延町交通安全指導員を中心に小
中学校PTAや地元企業のボランティアなど多くの人が関わっていま
す。活動の目的は子供や高齢者を交通事故から守ることで、季節ご
とに街頭に立って交通安全指導を行っています。令和元年10月4日
には、交通事故死ゼロ3,000日を達成しました。

千歳市では、楽しみながら交通安全を学ぶイベント「交通安全フ
ェア」を平成５年秋の全国交通安全運動から実施しています。

本年度も、９月２１日に千歳警察署や関係団体の協力により開催
し、交通安全教育施設（交通公園）に集まった約８００人の親子連
れに対し交通ルールやマナーを守ることの大切さを呼びかけました。

宗谷管内�����������������������������������������������������������幌延町石狩地区�����������������������������������������������������������千歳市

４５００日▶	北竜町
４０００日▶	神恵内村
１５００日▶	月形町
１０００日▶むかわ町
　７００日▶洞爺湖町
　　　　　　網走市
　５００日▶妹背牛町
　　　　　　千歳市

９０００日▶	西興部村
５５００日▶	島牧村
５０００日▶	古平町
３５００日▶	浦臼町
１５００日▶	由仁町・江差町
１０００日▶	清里町
　７００日▶	新十津川町・八雲町
	 士別市・広尾町
	 大空町・美瑛町
　５００日▶	夕張市・福島町
	 遠別町
　３００日▶	深川市・室蘭市
	 留萌市

４０００日▶	上ノ国町
３０００日▶	幌延町
２５００日▶	寿都町
	 知内町
２０００日▶	東川町
１０００日▶	遠軽町
　７００日▶	砂川市
　　　　　　	せたな町
	 厚岸町
　２００日▶	小樽市
	 釧路市

４０００日▶	泊村
３０００日▶	足寄町
１５００日▶	ニセコ町
	 壮瞥町
	 羽幌町
	 士幌町
　７００日▶	日高町
	 中標津町
　５００日▶	蘭越町
	 津別町
	 清水町
	 更別村
	 羅臼町　
　３００日▶	名寄市

４５００日▶	興部町
２０００日▶	小清水町
１５００日▶	当麻町・滝上町
	 鶴居村
１０００日▶	七飯町・苫前町
	 利尻富士町・置戸町
　７００日▶	滝川市・新冠町
	 佐呂間町・湧別町
　５００日▶	美唄市・三笠市
	 喜茂別町
	 登別市
	 剣淵町・美深町
	 中頓別町
	 豊富町・斜里町

１５００日▶	愛別町
	 中富良野町
１０００日▶	上川町
　７００日▶	厚真町
	 比布町
	 標津町
　５００日▶	森町
	 豊頃町
	 根室市
　３００日▶北広島市
	 小樽市
	 稚内市

◆◆◆ 交通事故死ゼロ日数顕彰 ◆◆◆
8月 9月 10月 11月 12月 1月（予定）
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交通安全、建設安全、防災、 
防犯、福祉、人権、消費者、 

環境の映像教材販売

http://www.planproduce.co.jp

有限会社 

プラン・プロデュース

札幌市中央区大通東２丁目３番

℡011−219−2311
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ママあぶない　横断歩道は　あそこだよ
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2020年 謹んで新春のお慶びを申し上げます

「
交
通
安
全
」と「
食
の
安
全
」を
目
指
す

う
さ
ぎ
印
パ
ン
粉

令
和
元
年
度

公
益
社
団
法
人 

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会

第
5
回
理
事
会

日
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令
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２
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３
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３
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火
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２
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日（
月
）14:
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〜

場
所 

北
海
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札
幌
市
中
央
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北
３
条
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目

お
知
ら
せ
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令和２年１月号

公益社団法人 北海道交通安全推進委員会
札幌市中央区北５条西６丁目第二道通ビル６階　電話（011）221-6666　FAX（011）221-7873

URL: http://www.slowly.or.jp　　e-mail: safety@slowly.or.jp

あっ あぶない！　スマホに危険は　うつらない

北海道とともに 
さらなる飛躍と挑戦に向かって 

株式会社 ＮＴＴデータ北海道 
 

代表取締役社長 高橋 一裕 
 
札幌市中央区北２条西４丁目１番地 北海道ビルヂング４階 

Tｅｌ：011-281-7002 
URL：https://www.nttdata-hokkaido.co.jp/ 


